
西南学院史の研究に着手するにあたって、資料の整理と収集、およびそれらの分析

を初めとした研究が必要なことはいうまでもない。さいわい、西南学院では『西南学

院七十年史 上巻』『西南学院史 下巻』（１９８６）を編纂するにあたって、それまでに

収集されてきた史料の整理が行なわれている。それらは内容別に分類したうえで、引

き出し式の３５のボックスに保存された。ボックスに収められた史料を調査すると、

１９８６年以降も内容別に分別した上で、これらのボックスに収められてきたことが分か

る。これら３５のボックスに整理・収容されたものが、現在西南学院が保管している西

南学院史関連の基本的な史料と見てよい。

これら西南学院史関連の史料の保管状況について述べておこう。個別の史料は直接

にはファイルに収められている。１つのファイルには少ないもので数点、多いもので

は百点に近い史料が保管されている。ファイルの背表紙には内容に即した名称が書か

れている。さらに２０冊から３０冊程度のファイルが１つのボックスに収められている。

ボックスにも題目が書かれている。

本稿の目的はこれら西南学院史に関わる史料の概要を明らかにして、これを関係者

に提示することである。この目的を達成するためには、ファイルを中心に史料群全体

の概要を紹介することが適切だと思われる。そこで今回はまず、３５のボックスに付け

られている題目を紹介する。その上で、１から１２までのボックスに収められたファイ

ル名を紹介したい。これで、ほぼ３分の１の史料を紹介したことになる。

１．西南学院史 史料の全体像

西南学院史の基本史料は３５のボックスに付けられている。したがって、それぞれの

ボックスに記入された名称を一覧することによって、史料の全体像を概観できる。な

お、「表１ 西南学院史 史料保管ボックスの一覧表」には番号を付けてあるが、こ

れはボックスの題目に付けられている番号と一致する。

西南学院史の資料（１）
塩野 和夫 委員

■ ６０ ■



２．西南学院史 史料の概観

西南学院史の史料を概観するために調査対象としたのは、ボックスに収められてい

るファイルである。すでに述べた通り、ファイルには内容に即した名称が背表紙に記

されている。また、収められている史料の点数には相当の差異がある。そこで、各ボッ

クスに収められているファイルの名称を一覧する際に、それぞれのファイルに収集さ

れている史料の点数を入れた。なお、同じ種類の史料が複数収められている場合はす

べてを含めて１点とした。また、分かる範囲で史料の年代を調べ、最も古い資料と新

しいものとの年代を書き込んだ。

なお、一覧表には番号を付けている。この番号は調査した時点でファイルが並べら

れていた順序を反映している。ただし、ファイル自体に番号が付けられているわけで

はない。また、ファイルは整理の際に順序がかなり入れ替わっていると推測されるの

で、番号と資料の並び方には必ずしも関係はない。

表Ａ 西南学院史 史料保管ボックスの一覧表

番号 ボックスの名称 番号 ボックスの名称

１ 学院史・年表・申請許可・沿革一覧 １９ 大学図書館

２ 財務・卒業生数・組織・役職者・退職者 ２０ 学術研究所

３ 諸規程・規程集・理事会記録 ２１ 課外活動（学文会１）

４ 月報・学院創立記念（他） ２２ 課外活動（学文会２）

５ 土地・建物（戦前） ２３ 課外活動（学文会３）

６ 建物（戦後） ２４ 課外活動（体育会）

７ ドージャー（C．K．） ２５ 課外活動（その他）

８ ドージャー（M．B． E．B．） ２６ 大学祭（１）

９ 個人資料（外国人） ２７ 大学祭（２）

１０ 個人資料（日本人 A～J) ２８ 大学紛争

１１ 個人資料（日本人 K～R) ２９ 修養会・研修会・事務部報

１２ 個人資料（日本人 S～Z) ３０ 高等学校

１３ 大学（一般） ３１ 中学校

１４ 学部・学科 ３２ 舞鶴幼稚園・早緑子供の園

１５ 大学院・国際交流 ３３ （旧制）中学部（１）

１６ 宗教部・電算・L．L．・体育館 ３４ （旧制）中学部（２） 商業学校

１７ （教務課・入試課） ３５ （旧制）高等学部

１８ 学生部（学生課・就職課）
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（１）「１．学院史・年表・申請許可・沿革一覧」の一覧

ボックス１には「１．学院史・年表・申請許可・沿革一覧」と題目が付けられてい

る。ボックスに収められている史料はいずれも、『西南学院七十年史 上巻・下巻』

の編纂にあたり、基本的な資料として用いられたものであろう。史料のほとんどはファ

イルに収められているが、「２ ぎょうせい見本カタログ」だけは封筒に入っている。

しかし、編纂者によってボックス１に置かれた経緯を考慮して、「２」も「表１」で

はファイルに収められたほかの資料と同様に扱った。

表１ 「１．学院史・年表・申請許可・沿革一覧」の一覧表

番号 ファイルの名称 史料の点数と年代

１ 学院史編集室史 ８３点、１９５６～１９９５

２ ぎょうせい見本カタログ ４点（封筒に入っている）、１９８０・１９８１

３ 学校史関係資料 ２２点、１９６５～１９８０

４ 学院史資料分類表 ６点、１９７８～１９８４

５ 西南学院年表 ８点、１９６１～１９８６

６ 古文書類目録 ５点、１９５６・１９５９

７ 展示会目録 ４点、１９６４～１９９２

８ 諸資料欠号調査 ５点、１９７８

９ 西南学院関係英文資料 ３０点余り、１９１５～１９２６

１０ 西南学院史資料 ２点（冊子）、１９８０

１１ 西南学院通史 ３点（『西南学院七十年史』）、１９８６

１２ 西南 あのときこのとき １０点（「西南学院大学広報」）、１９７６～１９７８

１３ 申請許可書（戦前） ７点

１４ 申請許可書（戦後） １０点

１５ 西南学院創立 １１点、１９１６～１９７０

１６ 西南学院沿革 ４点

１７ 西南学院沿革 ７点

１８ ドージャー（BM資料） １１点

１９ C．K．ドージャー夫人（西南学院） １４点

２０ 西南学院一覧（大正） ６点、１９２１～１９２６

２１ 西南学院一覧（昭和１３） １点、１９２４

２２ 西南学院一覧（昭和） ３点、１９２８・１９３１・１９３５

２３ 西南学院一般報告 ９点、１９６５～１９８３
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（２）「２．財務・年表・申請許可・沿革一覧」の一覧

ここでは、ボックス２の「２．財務・年表・申請許可・沿革一覧」に収められてい

るファイルを扱う。史料の年代を見ると、「２」も『西南学院七十年史』編纂のため、

表２ 「２．財務・年表・申請許可・沿革一覧」の一覧表
＊番号の項目で（ ）内に入れた数字はファイルの通算の数である

番号 ファイルの名称 史料の点数と年代

１（２４） 西南学院組織 １２点

２（２５） 西南学院職制 ２点、１９２１・１９５４

３（２６） 事務組織 ２３点、１９７２～１９７４

４（２７） 西南学院職制 ５点

５（２８） 教員数推移一覧表 ４点

６（２９） 財団法人並ニ学校状況調査書 ３点、１９３６・１９４２

７（３０） 財産目録 １点、１９４０

８（３１） 予算決算 １８点、１９３４～１９７１

９（３２） 経常費収支予算規模の推移・その他 １０点、１９４５～１９７４

１０（３３） 日本バプテスト連盟補助金一覧表 ３点、１９３７～１９７４

１１（３４） 給与表 ２７点、１９７３～１９７８

１２（３５） 理事関係表 １０点、１９７７

１３（３６） 役職者名簿（理事会） １３点、１９７１～１９８１

１４（３７） 大学役職者名簿（部長） ２１点

１５（３８） 役職者名簿（事務系） ３点

１６（３９） 歴代役職者一覧表
１点、１９８６
（『西南学院七十年史』付録）

１７（４０） 役職者 １７点

１８（４１）
西南学院卒業生数
（昭和６０年７月１日現在）

８点

１９（４２） 主任・委員等 ５点、１９７５～１９８０

２０（４３） 役職者 ９点

２１（４４） 教職員名簿 ４４点、１９４０～１９８４

２２（４５） 西南学院職員録（１） ９点（冊子）、１９５６～１９８０

２３（４６） 西南学院職員録（２） ５点（冊子）、１９８０～１９８４

２４（４７） 旧職員名簿 ３５点、１９３４～１９８５

２５（４８） 教職員組織 ５点

２６（４９） 教員組織表 ６点

２７（５０） 在職者名（昭和６０年７月１日現在） ３点

２８（５１） 作業員 １点、１９８０

２９（５２） 大学退職者 ３点
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収集し整理されたことが分かる。なお、表の「番号」で、（ ）内に入れたものは史

料の通算番号である。

（３）「３．諸規程・規程集・理事会記録」の一覧

ボックス３には、「３．諸規程・規程集・理事会記録」とある。ファイルの名称か

らも、「３」は西南学院の規程集と理事会記録が主要な史料であることが分かる。な

お、史料「７（５９）」はほぼ、史料「９」と内容が重なっている。

表３ 「３．諸規程・規程集・理事会記録」の一覧表

番号 ファイルの名称 史料の点数と年代

１（５３） 西南学院寄付行為 １５点、１９２１～１９７９

２（５４） 就業規則 ２点、１９５４・１９８１

３（５５） 文書規程 ７点

４（５６） 西南学院職員優待内規 ２点、１９２０・１９３４

５（５７） 規程（本部） １０点、１９４０～１９７７

６（５８） 西南教育財団 ８点、１９３５～１９３８

７（５９） 西南学院関係英文資料 ３０点余り（「９」と内容的に重複）、１９１５～１９６２

８（６０） 学校法人西南学院規定集 １点

９（６１） 学校法人西南学院規定集 １点、１９６４

１０（６２） 西南学院規程集 １点、１９８３

１１（６３） 学校法人西南学院規程集 １点、１９８５

１２（６４） 西南学院規程集目次 ２点、１９８４・１９８５

１３（６５） 西南学院規程集追録（１～２号） ５点、１９６８～１９７０

１４（６６） 西南学院規程集追録（３～６号） ４点、１９７４・１９７５

１５（６７） 西南学院規程集追録（７～１０号） ３点、１９７８

１６（６８） 西南学院規程集追録（１３～１５） ３点、１９８１～１９８３

１７（６９） 西南学院規程集追録（新）（１～ ） ２点、１９８５・１９８６

１８（７０） 諸規則 ６０点、１９４１～１９６４

１９（７１）
総員理事会記録
（大正９年６月１４日～昭和２０年３月１７日）

７９点、１９２０～１９４５

２０（７２）
総員理事会記録
（昭和２０年１１月２４日～３０年２月２３日）

３８点、１９４５～１９５５

２１（７３）
総員理事会記録
（昭和３０年５月１０日～４０年２月２４日）

３６点、１９５５～１９６５

２２（７４） 総員理事会記録（昭和４０年５月２５日～） ５点、１９６５・１９６６

２３（７５） （封筒『学院史編集室田口室長殿』） ２点、１９６７・１９７５

２４（７６） 宗教局報告書（１） １７点、１９５９～１９７２

２５（７７） 宗教局報告書（２） １８点、１９７３～１９８５
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（４）「４．月報・学院創立記念（他）」の一覧

ボックス４には、「４．月報・学院創立記念・他」とある。「３」に続き、西南学院

の公やけの記録が、史料としてここに収められている。ファイルの名称からも、西南

学院の月報と創立記念関連の史料がここに収められている主要な資料であることが分

かる。

表４ 「４．月報・学院創立記念（他）」の一覧表

番号 ファイルの名称 資料の点数と年代

１（７８）
西南学院月報綴１号（昭和２６年１月）～
５９号（昭和３１年３月）

５９点、１９５１～１９５６

２（７９）
西南学院月報綴６０号（昭和３１年４月）～
１４２号（昭和３８年６月）

８３点、１９５６～１９６３

３（８０） 西南学院月報（１～８０）（昭和２６～３３年） ８０点、１９５１～１９５８

４（８１）
西南学院月報（８１～１５１）
（昭和３３年４月～３９年３月）

７１点、１９５８～１９６４

５（８２）
西南学院月報（１５２～ ）
（昭和３９年４月～）

１００点、１９６４～

６（８３）
西南学院月報（２５９～３０６）
（昭和４８年４月～５２年３月）

４８点、１９７３～１９７７

７（８４）
西南学院月報（３０７～３６６）
（昭和５２年４月～５６年３月）

６０点、１９７７～１９８１

８（８５）
西南学院月報（３６７～ ）
（昭和５７年４月～）

６０点、１９８２～１９８７

９（８６） 商業学校記念碑設置設立に関する資料入袋 １２点、１９９３・１９９４

１０（８７） 西南学院、教育精神 １９点、１９３８～１９７４

１１（８８） 西南学院大学校旗 １点、１９９０

１２（８９） 校印 ３点、１９５８・１９７４

１３（９０） 西南学院校歌 ３１点

１４（９１）
不破ヒサ子（徳田ヒサ子）関係ファイル・
校歌

６点

１５（９２） 西南学院商業学校石碑 ４点

１６（９３） 西南学院商業学校校旗 ９点

１７（９４） 島崎赤太郎（西南学院校歌・作曲者） １２点

１８（９５） 校章 ９点

１９（９６） 校章・資料 ７点（封筒に入ってる）

２０（９７） 「えはがき」 １５点（２セットと１３枚）

２１（９８） The Seinan（西日本新聞連載）他
４２点（１９８６、西日本）、
９点（１９８４、フクニチ）

２２（９９） 西南学院関係葬儀告別式表 １点、１９８５
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（５）「５．土地・建物（戦前）」の一覧

ボックス５には、「５．土地・建物（戦前）」とある。ここに収められているものは、

西南学院の校地を初めとした基本財産に関する史料である。

表４ つづき

番号 ファイルの名称 資料の点数と年代

２３（１００） 創立記念式プログラム・その他 ３９点、１９２５～１９８４

２４（１０１） 創立８周年記念 ２点、１９２４

２５（１０２） 創立１５周年 ７点、１９３１

２６（１０３） 創立２０周年 ３８点、１９３６

２７（１０４） 創立３０周年 ２点、１９６５・１９８６

２８（１０５） 創立３５周年 ２点、１９５１・１９８６

２９（１０６） 創立４０周年 ２点、１９５６・１９８６

３０（１０７） 創立５０周年 ８点、１９６６・１９８６

３１（１０８） 創立６０周年 ４点、１９７６

３２（１０９） 西南学院創立６０周年記念写真展 １１点、１９７６

３３（１１０） 創立記念パンフレット（冊子など） ７点、１９５１～１９７９

３４（１１１） 創立７０周年 ２８点、１９８６

３５（１１２） 西南学院創立７０周年記念行事報告書 １点（冊子 B５判７９頁）、１９８７

３６（１１３） 創立８０周年 １１点、１９９６

３７（１１４） 西南学院バプテスト教会史 ８点、１９４０・１９５７

３８（１１５） 西南学院教会 １１点、１９４０～１９８２

３９（１１６） 福岡バプテスト教会 １点、１９８１

４０（１１７） 鳥飼バプテスト教会 ９点、１９７６

表５ 「５．土地・建物（戦前）」の一覧表

番号 ファイルの名称 史料の点数と年代

１（１１８） 大名町土地 ４点

２（１１９） 地行・校地 ４点

３（１２０） 土地・建物台帳・その他 ２８点

４（１２１） 西新校地 ３０点

５（１２２） 旧制高等学校部施設配置図 １９点

６（１２３） 西南学院建築図面リスト １点（冊子A４判）、２００２

７（１２４） 赤レンガ講堂 １８点

８（１２５） 西南学院講堂 １点、１９９２

９（１２６）
高等学校講堂資料・広報（７５号・７６号）
１９８６（昭和６１）５・１２

２４点

■ ６６ ■



（６）「６．建物（戦後）」の一覧

ボックス６には、「６．建物（戦後）」とある。「５」につづき、戦後における西南

学院の建物など教育施設に関する史料が収められている。

表５ つづき

番号 ファイルの名称 史料の点数と年代

１０（１２７） 金門町校地 ２点

１１（１２８） 鳥飼校地 ８点

１２（１２９） 登記書類綴 その他 ９点

１３（１３０） 施設配置図（戦前「西南学院一覧」による） ２４点

１４（１３１） 旧制中学部施設配置図 １４点

１５（１３２） 西南保母学院 ２点

１６（１３３） 旧西南会館 ２点、１９３７

１７（１３４） 職員住宅 １２点

１８（１３５） 西南バプテスト神学校 ２点

１９（１３６） 西南学院バプテスト教会 ５点

２０（１３７） 西南学院バプテスト大学 ２点、１９３７

２１（１３８） テルベルト・グリーン １点、１９９３

表６ 「６．建物（戦後）」の一覧表

番号 ファイルの名称 史料の点数と年代

１（１３９） 施設配置図（戦後） ２５点

２（１４０） 建物平面図（昭和５９年３月） １点（冊子 B４判）、１９８４

３（１４１） 百道校地航空写真２葉 ２点（封筒に写真２枚）

４（１４２） 山の家 ４点

５（１４３） 学院本部 大学本部 １０点

６（１４４） ランキンチャペル ８点

７（１４５） 大学建物平面図（年度別） ３３点、１９５５～１９８０

８（１４６） 西南学院大学本館増築工事 ９点（青写真９枚）

９（１４７） 大学校舎 ８点

１０（１４８） 大学図書館 １２点

１１（１４９） 大学学術研究所 １１点

１２（１５０） 自然科学館 １２点

１３（１５１） 大学電子計算機センター ２点

１４（１５２） 大学体育館 １３点

■ ６７ ■



（７）「７．ドージャー（C．K．）」の一覧

ボックス７には、「７．ドージャー（C．K．）」とある。ところが、現在のボックス

７に収められているのは、松井康秀の関連資料であり、その後に「C．K．ドージャー

先生およびB．M．ドージャー（ドージャー夫人）の資料はスチール製保管庫の中に別

置 ’９５．７．１３（伊藤）」というメモが置かれている。どのような事情があったのか。

もともとこのボックスに収められていたのは「C．K．ドージャー」の関連史料であ

ろう。ところが、史料数が増えて収まらなくなった時、これらの史料は別の書架に移

された。その後、松井康秀の関連史料を相当数確保した時に、それらが空になってい

たボックスに置かれ、その際に「C．K．ドージャー関連史料」の移動を記すメモも置

かれたと考えられる。

「表７」では、「松井康秀」史料の後に説明メモが置かれていること、また「M.B.

ドージャー」及び「E．B．ドージャー」関連史料との連続性を考慮し、「松井康秀」関

連史料の後に、「C．K．ドージャー」関連資料を記入する。

なお、（ ）に書かれているものはファイル名がないことを示す。また、書架に移

されたことによって、「C．K．ドージャー関連史料」には、ファイルに入っていない本

なども含まれることになった。史料形態は、「史料の点数と年代」の項で分かるよう

にした。

表６ つづき

番号 ファイルの名称 史料の点数と年代

１５（１５３） 学生寮 ４点

１６（１５４） 西南会館 ２６点

１７（１５５） 合宿研究所 １８点

１８（１５６） カナン寮 ９点

１９（１５７） 校舎増築、運動場、敷地拡張関係 ２１点、１９４７～１９６６

２０（１５８） 大学施設パンフレット １６点、１９５２～１９８１

２１（１５９） 高等学校建物平面図 １０点

２２（１６０） 中学校建物平面図 １６点

２３（１６１） 舞鶴幼稚園 ４点

２４（１６２） 早緑子供の園 ３点

■ ６８ ■



表７ 「７．ドージャー(C.K.)」の一覧表

番号 ファイルの名称 史料の点数と年代

１（１６３） （松井康秀著書、叙述） ２点（冊子と原稿）

２（１６４） （松井康秀氏増） ３点

３（１６５） （松井康秀展示資料） １点

４（１６６） （松井康秀編著） １点

５（１６７） 基督教大衆新聞（昭和１２年号、１３年号） １点（１冊）、１９３７・１９３８

６（１６８） （松井康秀著書） １点（原稿）

７（１６９） 松井康秀資料 ５点（本５冊）

８（１７０） C．K．ドージャー直筆（コピー）説教等資料 ４０点、１９０３～１９３３

９（１７１） C．K．ドージャー往復書簡 多数

１０（１７２） 西南学院創立の前後 C．K．ドージャー夫人 １点（英語原稿）

１１（１７３） Foreign Mission Board 多数

１２（１７４） ドージャー（C．K．レポート） 多数

１３（１７５） Dozier, Charles Kelsey 多数

１４（１７６） ドージャー（C．K．伝記） １５点

１５（１７７）
荒野に呼ばわる者 C．K．ドージャーの生涯
テレビドラマ英文解説書

１点

１６（１７８） C．K．ドージャー（文集） １０点

１７（１７９） C．K．ドージャー関係資料（直筆） ４２点

１８（１８０） C．K．ドージャーの生涯 アメリカ取材 ６点

１９（１８１） C．K．ドージャーの生涯 １１点

２０（１８２） TV「CKドージャーの生涯」作成製作過程 １２点

２１（１８３） ドージャー院長の面影 １点（フォルダ１冊）

２２（１８４） 西南学院の創立者CKドージャーの生涯 １点（１冊）、１９７９

２３（１８５） C．K．ドージャー関係コピー １点（１冊）、１９８５

２４（１８６） （フォルダ木村栄文） ４点

２５（１８７） （フォルダ木村栄文） ５点

２６（１８８） （フォルダ木村栄文） １点

２７（１８９） C．K．ドージャー １０点

２８（１９０） （木村栄文） １点

２９（１９１） （木村栄文） １点

３０（１９２） （木村栄文） １点

３１（１９３） C．K．ドージャー先生を偲ぶ（付ご葬儀記す） ２９点

３２（１９４） ドージャー（B．M．西日本文化賞） ８点

３３（１９５） ミセス ドージャー（B．M．伝記） １７点

３４（１９６） Miss Mary Ellen, Watching God Work, １点（１冊）

３５（１９７） （C．K．ドージャー） １点

■ ６９ ■



（８）「８．ドージャー（M．B． E．B．）」の一覧

ボックス８には「８．ドージャー（M．B． E．B．）」とある。しかし、現在ここに

置かれている資料のほとんどは「E．B．ドージャー」の関連資料である。「M．B．ドー

ジャー」の史料の多くはC．K．ドージャーの史料が置かれた書架に移されている。た

だ、それらが書架に移されたという記録はない。本稿は、現在置かれている状態とボッ

クスの題目とを尊重して、書架に置かれていたものはM．B．ドージャー関連史料で

あっても、「７」の一覧表に入れた。また、「８」の名称は題目にしたがった。

なお、E．B．ドージャーの関連史料の多くは、斉藤剛毅氏によって編集されたもの

である。

表７ つづき

番号 ファイルの名称 史料の点数と年代

３６（１９８） C．K．ドージャーの生涯、西南・日曜日問題 多数

３７（１９９） Memorial Service for Mary Ellen Wiley, １点（１冊）

３８（２００） C. K. Dozier, New Testament Interpretation, １点（１冊）

３９（２０１） The Voice of one Crying in the Wilderness, １点（１冊）

４０（２０２） C．K．ドージャー先生日記の和訳綴 １点（１冊）

４１（２０３） ドージャー院長の面影 １点（１冊）、１９３４

４２（２０４） SEINAN SPIRITS、C．K．ドージャー夫人 １点（１冊）、１９９６

４３（２０５） Charles Kelsey Dozier of Japan １点（１冊）、１９５３

４４（２０６） A Golden Milestone in Japan １点（１冊）、１９４０

４５（２０７） ふるさとへの道 １点（１冊）、１９５６

４６（２０８） The Past and Present（池野友次郎） １点（１冊）、１９２６

４７（２０９） A Bird Eve View of Bible Literature １点（１冊）

４８（２１０） 西南学院創立の前後 和文英文 ３点（２冊とビデオ）

表８ 「８．ドージャー（M．B．E．B．）」の一覧表

番号 フ ァ イ ル の 名 称 史料の点数と年代

１（２１１）
Life, Work, and Contributions of Edwin B. Dozier in Japan,
Go－ki Saito－ １９７１

１点（本）

２（２１２） E．B．ドージャー（第３便）（斉藤） ２０点

３（２１３） E．B．ドージャー（第４便Ⅰ：１）（斉藤） ２２点

４（２１４） E．B．ドージャー（第４便Ⅰ：２）（斉藤） ８点

５（２１５） E．B．ドージャー（第４便Ⅱ：１～２）（斉藤）
２６点

（１：１４点、２：１２点）

■ ７０ ■



（９）「９．個人資料（外国人）」の一覧

ボックス９には「９．個人資料（外国人）」とある。取り上げられている外国人の

多くは南部バプテスト派遣宣教師として西南学院の教育に関わった宣教師である。

それ以外にも、「６（２３６） S．R．ブラウン」や「２５（２５５） ウィリアム メレ

ル ヴォーリス」など、日本のキリスト教や文化に影響を与えた人物などを取り上げ

ている。

表８ つづき

番号 フ ァ イ ル の 名 称 史料の点数と年代

６（２１６） E．B．ドージャー（第５便）（斉藤） ２７点

７（２１７） E．B．ドージャー（第８便）（斉藤） ４点

８（２１８） E．B．ドージャー（第９～１２便）（斉藤） ５８点

９（２１９） E．B．ドージャー資料リスト（１便～１２便） ７点

１０（２２０） E．B．ドージャー資料Ⅱ（斉藤） ２点（２ファイル）

１１（２２１） E．B．ドージャー資料Ⅲ（斉藤） ４点（４ファイル）

１２（２２２） E．B．ドージャー資料Ⅳ（斉藤） ４点（４ファイル）

１３（２２３） E．B．ドージャー資料 その他（斉藤） ２６点

１４（２２４） Dozier（Edwin Burke）資料 ９点

１５（２２５） Dozier（Edwin Burke）資料 ４３点

１６（２２６） ドージャー夫人からの手紙（斉藤） ２２点

１７（２２７） E．B．ドージャー死の直後（斉藤） ９点

１８（２２８） ドージャー（E．B．）伝記 ５点

１９（２２９） M．E．ドージャー ８点

２０（２３０） Dozier（Edwin Burke）講義案 １点（ファイル）

表９ 「９．個人資料（外国人）」の一覧表

番号 ファイルの名称 史料の点数と年代

１（２３１） 南部バプテスト連盟宣教師 １１点

２（２３２）
明治３７年以降 事業報告控
在日本サヲゾルン・バプチスト宣教師社団法人

１点（１冊）

３（２３３） E・ベーカー １点

４（２３４） G・W・ボールデン ４４点

５（２３５） ネーサン・ブラウン ５点

６（２３６） S・R・ブラウン ２点

７（２３７） W・H・クラーク ５点

８（２３８） E・L・コープランド ２８点

■ ７１ ■



（１０）「１０．個人資料（日本人A～J)」

ボックス１０には「１０．個人資料（日本人A～J)」とある。苗字がAで始まる日本人

関係者から Jで始まる関係者までを収めていることになる。ところが、「１５（２７４） 平

塚益徳」の前に「この位置にあった波多野先生関係の資料は保管室の棚へ移動した。

９０・２・２１ヤマガタ扱」メモが入っている。そこで、「１５（２７４）」のファイルの後に

別の吉棚に保管されている「波多野培根」関連史料を置いた。

なお、波多野関連史料には、C．K．ドージャー関連史料と同様に、ファイルに収め

られていないものも多くある。

表９ つづき

番号 ファイルの名称 史料の点数と年代

９（２３９） W・M・ギャロット（Ⅰ） １４点

１０（２４０） W・M・ギャロット（Ⅱ） ３３点

１１（２４１） ウィリアム・ケアレー ２２点

１２（２４２） C・L・ホエリー ４点

１３（２４３） エス・フランセス・フルジュム ８点

１４（２４４） ゴーブル（Jonathan Goble） ７点

１５（２４５） ドロシー・カーバー・ギャロット ７点

１６（２４６） ロイス・リネンコール・ホエリー H．R．C １点

１７（２４７） C・L・ホエリー第１４代院長関係資料綴 ２３点

１８（２４８） ジャドソン １１点

１９（２４９） ドナルド・キーン ３点

２０（２５０） マドレー、ダッド、トルーエット １１点

２１（２５１） ジョン・モンキュア ９点

２２（２５２） モリソンの演説 １点

２３（２５３） J・H・ローウ J．H．R ２点（本）

２４（２５４） J・W・シェパード ３点

２５（２５５）
ウィリアム・メレル・ヴォーリズ
（William Merrell Vories）

６点

２６（２５６） エリザベス・テーラー・ワトキンス ４点

２７（２５７） A・グレイヴス １５点

２８（２５８） C・H・ミルズ、E・O・ミルズ ２点

２９（２５９） ウワーン（E・N）Walne, E．N． ２３点

■ ７２ ■



表１０「１０．個人資料（日本人A～J）」

番号 フ ァ イ ル の 名 称 史料の点数と年代

１（２６０） バプテストの人々（バプテスト誌） ２４点

２（２６１） 秋元勇一郎 ２点

３（２６２） 麻生太三郎 １点

４（２６３） 馬場己三 １点

５（２６４） 千葉勇五郎 １３点

６（２６５） 海老沢有道 １点

７（２６６） 福永津義 １０点

８（２６７） 藤井泰一郎 ７点

９（２６８） 藤井政盛 ６点

１０（２６９） 古澤嘉生 １点

１１（２７０） 船越栄一 ３１点

１２（２７１） 八田 薫 ２点

１３（２７２） 原 松太
４点

（２冊の本を含む）

１４（２７３） 平岡規正 ３点

１５（２７４） 平塚益徳 １点

１６（２７５） 波多野培根先生記念文庫目録 １点（冊子）、１９５９

１７（２７６） 説教講演（１）表題梗概 １点（ファイル）

１８（２７７） 説教講演（２）表題梗概 １点（ファイル）

１９（２７８） 波多野培根胸像作成関係 ３点

２０（２７９） 波多野培根直筆資料（１） ４点

２１（２８０） 波多野培根 １３点

２２（２８１） 波多野培根（キリストと愛国） １点（講義草稿）

２３（２８２） 波多野培根 １８点

２４（２８３） 波多野培根（波多野培根について） １４点

２５（２８４） 波多野培根 ３４点

２６（２８５） 波多野培根家系・従兄増野悦興伝 １点（ファイル）

２７（２８６） 幕末の津和野藩藩校養老館の教育 波多野培根伝資料 １点（ファイル）

２８（２８７） 東澤潟塾の教育（岩国の陽明学者） 波多野培根伝資料 １点（ファイル）

２９（２８８） 同志社時代の波多野培根１ 関係資料 １点（ファイル）

３０（２８９） 同志社時代の波多野培根２ 関係資料 １点（ファイル）

３１（２９０） 熊本バンド海老名弾正 波多野培根伝関係資料 １点（ファイル）

３２（２９１） 波多野培根著述論文
１点

（ファイルの中無し）

３３（２９２） 波多野培根先生文庫目録 １点（ファイル）

３４（２９３） 無述庵日誌（昭和５．６．７．８） １点（日記）

■ ７３ ■



（１１）「１１．個人資料（日本人K～R)」

ボックス１１には、「１１．個人資料（日本人K～R)」とある。「１０」に続き、日本人関

係者の史料を保管している。

表１０ つづき

番号 フ ァ イ ル の 名 称 史料の点数と年代

３６（２９４） 無述庵日誌（昭和８．９．１０．１１） １点（日記）

３７（２９５） 無述庵日誌（昭和１３．１４．１５．１５） １点（日記）

３８（２９６） （無述庵日誌（昭和１７．１８．１９．２０）
１点

（日記、タイトル無し）

３９（２９７） 波多野培根伝（１）村上寅次 １点（製本原稿）

４０（２９８） 波多野培根伝（２）村上寅次 １点（製本原稿）

４１（２９９） 波多野培根伝（３）村上寅次 １点（製本原稿）

４２（３００） 波多野培根伝（４）村上寅次 １点（製本原稿）

４３（３０１） 波多野培根伝（５）村上寅次 １点（製本原稿）

４４（３０２） 勝山餘籟 波多野培根遺文集 １点（本）、１９７７

４５（３０３） 故高田駒次郎先生７回忌資料 １９９８．９
２点

（封筒に入っている）

４６（３０４） 泉 昭雄 ２点

４７（３０５） 岩根典夫 １点

４８（３０６） 石井康一 １点

４９（３０７） 岩城富美子 １点

５０（３０８） 伊藤祐之 ２２点

５１（３０９） 伊藤俊男 １７点

５２（３１０） 井上哲次郎 ３点

５３（３１１） 條猪之彦 １０点

表１１「１１．個人資料（日本人K～R)」

番号 ファイルの名称 資料の点数と年代

１（３１２） 河合田鶴 ９点

２（３１３） スカルの水 河合田鶴詩集 １点（本）

３（３１４） 河村幹雄 ３点

４（３１５） 清田正喜 ４点

５（３１６） 川島信義 １点

６（３１７） 河野博範
１２点

（１冊の本を含む）

■ ７４ ■



表１１ つづき

番号 ファイルの名称 資料の点数と年代

７（３１８） 河野貞幹 ３３点

８（３１９） 河野貞幹 ４点

９（３２０） 河野貞幹
７点

（ノート等を含む）

１０（３２１） 河野貞幹先生記念文集永遠の西南 １点（本）

１１（３２２） 栗谷広次 ３点

１２（３２３） 加藤弘之 ４点

１３（３２４） 金山直晴 １点

１４（３２５） 古賀武夫 １０点

１５（３２６） 近藤定次 ３点

１６（３２７） 唐木田芳文 ２点

１７（３２８） 木村良熙 ２点

１８（３２９） 森 有礼 ３点

１９（３３０） 溝口梅太郎 ５点

２０（３３１） 松井康秀 １１点

２１（３３２） 水町義夫昭和１８年～昭和１９年 １点

２２（３３３） 水町義夫（告別式） ７点

２３（３３４） 水町義夫Ⅰ １０点

２４（３３５） 水町義夫Ⅱ １２点

２５（３３６） 三串一士 １０点

２６（３３７） 三善敏夫 ９点

２７（３３８） 村上寅次 ２１点

２８（３３９） 森川和子 ２点

２９（３４０） 中村保三 ７点

３０（３４１） 中村 弘 ６点

３１（３４２） 中沢慶之助 ２点

３２（３４３） 中村栄子 １点

３３（３４４） 中川ノブ ３点

３４（３４５） 太田治雄 １点

３５（３４６） 尾崎恵子 １点

３６（３４７） 尾崎源六 ３点

３７（３４８） 岡田武彦 ３点

３８（３４９） 尾崎主一 ６点

３９（３５０） 大村 匡 １０点

４０（３５１） 大森 衛 ３点

■ ７５ ■



（１２）「１２．個人資料（日本人S～Z)」

ボックス１２には、「１２．個人資料（日本人S～Z)」とある。「１０」「１１」に続き、日

本人関係者の資料が保管されている。

表１１ つづき

番号 ファイルの名称 資料の点数と年代

４１（３５２） 小野兵衛
６点

（『小野兵衛教授研
究資料集』を含む）

４２（３５３） 大平徳三 ８点

４３（３５４） 卒業証書 村上寅次先生
２点

（証書入れと証書）

表１２「１２．個人資料（日本人S～Z)」

番号 ファイルの名称 史料の点数と年代

１（３５５） 島崎赤太郎 １３点

２（３５６） 杉本勝次 ２０点

３（３５７） 下瀬加守 ８点

４（３５８） 佐々木賢治 １０点

５（３５９） 斉藤惣一 ２点

６（３６０） 杉原 実 １点

７（３６１） 関谷定夫 ３点

８（３６２） 菅野救爾 １６点

９（３６３） 坂本重武 ２３点、１９２９～１９４０

１０（３６４） 坂本重武（論文） ２４点、１９２８～１９５６

１１（３６５） 坂本重武（ホーリーン） １１点、１９５７～１９６８

１２（３６６） 佐渡谷重信（日本におけるシリーズ） ９点、１９６６～１９６９

１３（３６７） 佐渡谷重信（日本におけるシリーズ） ４点、１９７１～１９７３

１４（３６８） 佐渡谷重信 １７点、１９６１～１９７０

１５（３６９） 澤田鉄雄 １点

１６（３７０） 志渡澤 亨 ３点

１７（３７１） 斉藤惣一 １点

１８（３７２） 遠山 馨 ６点、１９５８～１９７２

１９（３７３） 田口欽二 ２８点

２０（３７４） 坪井正之 ２点

■ ７６ ■



おわりに

日本に立てられたキリスト教系学校にはいずれも、深く歴史性が刻印されている。

キリスト教系学校の歴史には、それに関わった人々の精神性が込められているためで

ある。創立九十周年を迎えた西南学院も、その例外では決してない。したがって、西

南学院史研究はそれを担った人々と直面し、対話し、その精神性を豊かに汲み取る作

業でなければならない。同時に、それはまた、歴史学の方法論に基づいた研究的価値

を有する作業でなければならない。

このような課題を担った西南学院史研究に資するため、本稿は基礎作業の一部を担

うものである。

今回扱ったものは、史料全体から見ると約三分の一にあたる。それはまた内容から

すると、西南学院全般を扱った史料でもあった。ボックス１３以降は大学を初めとする

各学校関連の史料となる。

現在これらの史料は本館Ⅱの１階に保管されている。それが２００６年８月以降には別

の場所に移され、史料のを並べ替えが検討されている。したがって、やがて現在の順

序で整理された史料群を見ることはできなくなると思われる。そこで、現在の形で保

管されている間に今回取り上げることができなかった史料についても概観をまとめて

おきたい。

表１２ つづき

番号 ファイルの名称 史料の点数と年代

２１（３７５） 竹中仲蔵 ３点

２２（３７６） 鳥居助三 ４点

２３（３７７） 高橋盾雄 ３点

２４（３８０） 田中輝雄 ２点

２５（３８１） 都築頼雄 １点

２６（３８２） 上野 武 １点

２７（３８３） 植村正久 ４点

２８（３８４） 山本純一 ２点

２９（３８５） 山路 基 ２点

３０（３８６） 柳原愛祐 ３点

３１（３８７） 山田豊秋 １点

３２（３８８） 熊野清樹 １１点

３３（３８９） 山中先代 １点

３４（３９０） その他履歴書 １４点

■ ７７ ■




